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開 会 日 時 令和４年７月２６日（火）午後３時５０分

会 場 伯太中央交流センター 大会議室

出席委員の氏名 教 育 長 秦 誠 司

委 員 小 村 修 司

委 員 加 藤 隆 志

委 員 寺 田 禎

委 員 平 野 千 恵

出席者の氏名 教 育 部 長 原 み ゆ き 全議題

教育総務課長 遠 藤 浩 司 全議題

学校教育課長 三 保 貴 資 全議題

給食教育課長 石 原 秀 樹 全議題

文 化 財 課 長 金 山 尚 志 全議題

学校教育課主査 糸 賀 真 也 全議第

教育総務課主幹 青 戸 か お り 全議題

１．開会宣言 午後３時５０分 教育長が開会を宣言する。

２．教育長あいさつ

（教育長）

伯太中学校、井尻小学校、赤屋小学校、訪問ありがとうございました、お疲

れ様でした。

校長先生がお変わりになられた学校への訪問ということで実施しておりま



すが、各校の先生方、それぞれ張り切って学校経営をしていただいております。

1学期の学校の様子ですけれども、7月 15 日に 1校が、19 日に 3校が、20

日に残りの学校が 1学期の終業式を行いまして、現在夏季休業に入っていると

ころでございます。

ご承知のように 1学期 6月の後半から新型コロナウイルスの安来市での感

染拡大が見られたところでございまして、保健所の業務が逼迫或いは停滞する

という事態が見られております。その結果としまして、いわゆる予防的な幅広

検査というのはほぼ出来ないということで、学校も随分ご苦労なさったんです

けれども、結果としては発症して、それでどう広がっていくかを見極めながら

一部或いは全校の休校を行う、というような形の対応が多く見られました。

いわゆるＢＡ５へ置き換わりつつあるようでして、まだまだ学校からは夏休

み中の陽性者の報告をいただいておりますが、依然として続いている状況でご

ざいます。特に 7月に入ってから教職員が陽性になったり、或いはご家族が陽

性、濃厚接触者で出勤出来ないというような事例もそこそこ見られました。

それから 7月 19 日は朝から大雨になって、昨年の大雨が頭をよぎったんで

すけれども、幸い大きな被害が出ることなく過ぎて良かったなと思っていると

ころでございます。

続いて先程赤屋の児童クラブをご覧になったと思うのですけれども、交流セ

ンターの左の施設に子供たちが集まっておりました。児童クラブは夏季休業中

も頑張って開設していただいておりまして、コロナの影響が出なければいいと

思いながら、それぞれの施設で苦労しながら開設していただいている状況でご

ざいます。

最後ですけれども、途中お話ししましたが、先日 22 日に浜田市で島根県都

市教育長会がございまして、主な議題としましては休日の運動部活動の地域移

行についてでございました。それと昨日、文化庁の方から文化部も同じような

取り組みをします、という専門者会議の提言も出ておりました。

中学校における部活動というのは、様々な点で学びの場としては非常に教育

的意義のある活動であると自分の体験からも思っているのですけれども、全国

的に少子化の波が非常に大きくて、持続可能なあり方という視点から今回の見

直しが図られているという部分があると理解しているところでございます。ま

だ国や県の具体的な方策は示されておりませんので、それがどのような形で示

されるのか、動向を見極めているという現状でございます。また、9月の初め

くらいから来年度の施策が少しづつ公表されていきますので、注視していきた

いと思っているところでございます。

３．議事録の承認 第２４９回６月定例教育委員会

（承 認）



４．審議事項

１）議第４号 安来市学力育成協議会設置要綱の制定について

（学校教育課長）資料１により説明

この件については、第 248 回 5 月定例教育委員会会議において、教育部長か

ら市議会 6 月議会の上程議案として予算や取り組みの概要の説明がなされて

おります。重複いたしますが、改めて説明させていただきます。

島根県の学力育成のための事業において、県内の複数の校区を指定し島根県

の学力育成プランに基づき、子供たちの学力向上や理系人材の育成を柱におい

た取り組みを推進していくものです。期間は 3年間です。

安来市においては安来三中校区の荒島小学校と第三中学校をモデル校とし

て、中学校 1年、小学校 4年を対象に、学力向上の取り組みを進めております。

成果検証教科は算数、数学としておりますが、学力の定着度及び学習意欲の変

化を元に、学力育成対策に生かしていきます。

この取り組みの特徴として県から求められているのは、こちらにあります協

議会の設置でございます。有識者や当該校の校長や県の教育委員会指導主事等

のほか、地域の方でＰＴＡとか保護者、地域有識者等の意見を求め取り組みを

進めていることです。この協議会の設置に向けて、要綱については資料に記載

しております。

（教育長）

第 2条のところで、安来市学力育成推進計画の策定ということを謳っており

ますので、この 3年間の取り組みを生かしながら、学力を育成するための安来

市のスタイルと言いますか、計画をぜひとも作って、それを市内全体で広めて

いって欲しいと思っておりますので、その辺りのところを宜しくお願いしたい

と思っております。

（委員）

会議の開催の頻度としてははどれくらいですか？

（学校教育課長）

今月第 1回目の協議会を開催しましたが、年間で 3回開催を予定していま

す。ただ、その会だけでご意見をいただくというのは、安来市の教育の状況を

知った上でないとなかなか難しいということで、委員の皆様には、市内で開催

される授業研究会等については、なるべくご案内を差し上げて参加していただ

きたいと、こちらのほうとしては思っております。

（承認）

２）議第５号 安来市小中学校児童生徒派遣費交付金交付要綱（一部改正）につ



いて

（学校教育課長）資料２により説明

これまでも部活動の中体連の大会や県吹奏楽コンクール等において派遣費

を補助して参りましたが、事務が大変に繁雑でありました。今回の改正におき

ましては、一連の事務を事後に統一し、申請様式を定めまして、手続きするこ

とといたしました。これによって事務手続きが簡素化され、効率よく事務作業

が出来る仕組みとなります。新旧の対照表も載せておりますのでご確認いただ

きたいと思います。

（教育長）

新旧どこが変わったのでしょうか。

（学校教育課長）

主には事務手続きが事後に統一されたということでございます。これは事務

職員からの要望もございましたので今回改正いたしました。

（委員）

派遣費に関わる大会の規模の変更はないですか？

（学校教育課長）

島根県教育委員会、吹奏楽連盟、または中体連が主催する各種大会に係る

交通費、宿泊費の 1/2 以内を市長が認める額ということで負担をします。中国

大会、全国大会になりますと、1/2 が 2/3 まで引き上げられるという仕組みに

なっています。

（委員）

中体連で取り扱うスポーツの競技種は増えていますから、申請件数が多くな

る可能性があるということですね。今までは中体連が認めていないスポーツも

ありましたから。

（学校教育課長）

はい、新たなスポーツも入ってきていますから、その可能性はあります。

（委員）

範囲が広がれば親御さん達にとっては負担が少なくなりますね。

（承認）

３）議第６号 令和３年度安来市教育委員会点検・評価報告について

（教育総務課長）資料３（別冊）により説明

この点検評価につきましては、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」

第 26 条の規定により、教育委員会の権限に属する事務の管理及び施行状況に

ついて、毎年教育委員会が点検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成

し、議会に提出するとともに、公表することが義務づけられているものです。

まず令和 3年度の総括をご覧ください。新型コロナによる感染症対応です。



今現在も収束の兆しが見えない状況ですが、令和 3年度も多大な影響がありま

した。感染対策の徹底を図りながら、学びを止めない学校経営に努めていると

ころでございます。

また小中学校の適正配置では、安来市教育政策推進会議から受けた提言をも

とに基本方針を策定いたしました。市民の関心も高く、本市の学校教育の目指

す方向性を明確にし、より良いあり方について検討を丁寧且つスピード感を持

って進めていくことが求められています。

続いて安来市版ＧＩＧＡスクール構想への取り組みや、学力調査に基づく学

力向上への取り組みを進めていく必要があるとしています。また生徒指導の課

題である不登校や問題行動については、減少傾向でありますが、引き続き取り

組みが必要であるとしております。

続いて 5年計画でスタートしました史跡富田城の整備事業も終了し、また加

納美術館の整備も完了しリニューアルオープンをしたところでございます。

また学校給食につきましては、令和 3年度に自校方式が終了し、令和 4年度

から完全移行することとなっております。併せて令和 5年度からの給食費の公

会計化を実施するために準備を進めたところであります。

このような事業実施の中、定例教育委員会会議を 12 回開催いたしました。

委員の異動につきましては、令和 3年 4月から秦教育長が着任され、また教

育委員の岡本委員が任期満了で退任され、新たに平野委員が就任されました。

続きまして安来市教育委員会点検・評価に関する意見です。令和 3年度総括

に対しては、新型コロナウイルス感染症について、市教委と学校が連携して対

応されており、学びを止めない学校経営がなされたことに高く評価をいただい

ております。

また小中学校適正配置につきましても、着実に推進される事に評価をいただ

き、今後も真摯な取り組みが望まれるとされております。また他の事業につき

ましても成果に対して評価をいただいておるところでございます。

続きまして 2番目の「教育委員会点検・評価シート」につきましては、各項

目をご覧いただきたいと思います。以上説明とさせていただきます。

（承認）

５．報告事項

１）報第１０号 令和４年度ＡＬＴ新規来日予定について

６．その他

・第１回安来市小中学校適正配置審議会の報告について

審議会に対し、小中学校適正配置基本計画の策定について諮問するとともに、



前年度に策定した基本方針の説明などを行ったことを報告。

☆次回定例会：８月２６日（金）

７．閉会宣言

教育長が午後４時４５分閉会を宣言し、７月定例委員会の日程を終了した。


